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 鹿児島県知事            殿  

 

 

                   主たる事務所の所在地 

                   名     称  

                   代表者職氏名          

 

 

              医 療 法 人 解 散 認 可 申 請 書 

 

 

  医療法第 55 条第６項の規定により申請します。 

 

解  散  の  事  由  

 

 １  目的たる業務の成功の不能 

 

 ２    総会の決議 

 

解  散  の  理  由     別紙のとおり 

 

添付書類 

 

(1)  医療法、定款又は寄附行為に定められた解散に関する手続を経た 

   ことを証する書類 

 

  (2)  財産目録及び貸借対照表 

 

  (3)  残余財産の処分に関する事項を記載した書類 

 

 (4)  定款又は寄附行為 

 

 



           

 

医療法，定款又は寄附行為に定められた「解散に関する 

手続を経たことを証する書類」作成要領 

 

 

【社団法人の場合】 

 社員総会において次の事項を議決した議事録を作成すること。 

  ① 法人の解散について 

  ② 診療所の閉鎖について 

  ③ 清算人の選任について 

  ④ 残余財産の処分について 

 

 

【財団法人の場合】 

 理事会及び評議員会において次の事項を議決した議事録を作成すること。 

  ① 法人の解散について 

  ② 診療所の閉鎖について 

  ③ 清算人の選任について 

  ④ 残余財産の処分について 



          「残余財産の処分に関する事項を記載した書類」作成要領 

 

 

【記入例（社団法人の場合）】 

 

                       残余財産の処分について 

 

 

  残余財産については、定款○条の規定により、払込済出資額に応じて分 

 
 配するものとする。 
 
   本法人は、○年○月○日出資金○円をもって設立され、その後増資は行 

  ① 
 っていないため、本法人の○年○月○日の払込済出資額は下記のとおりで 

 
 ある。 
 
  なお、前理事長○○○○の出資持分については、○○○○が相続するも 

  ② 

 のする。 

 

 

                                 記 

 

 

  （氏名）   金○円 

 

  （氏名）  金○円 

 

 

                 令和○年○月○日 

                  主たる事務所の所在地 

                  名    称 

                  代表者職氏名        印 

 

 

※ 下線部①について 

  増資等があった場合は「・・・設立され、その後、○年○月○日に金○

円を増資したため、本法人の・・・下記のとおりである」とする。 

※ 下線部②について 

  本文のなお書き以下は、記載の必要がない場合は削除すること。 


